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平成2年度

市長表彰者決まる

　

長年、市政や教育・文化、福祉などの活動に携わり、その充実と発展に貢献した市民を

顕彰する市長表彰の選考委員会が10月5日に開かれました。今年は、各分野から、1団体

と22人の功労者が選ばれ、11月3日の「文化の日」に市役所で表彰されます。

森
鍛
振
興
功
労

伊
藤
武
治
さ
ん

5
6
歳

元
町

昭
和
四
十
五
年
か
ら
二
十
年
間

市
都
市
計
画
・
環
境
保
全
対
策

審
議
会
委
員
と
し
て
自
治
振
興

に
貢
献
。

娃
会
轟
業
功
労

石
黒
君
子
さ
ん

6
9
歳

稲
郷

國
枝
勇
働
さ
ん

6
6
歳

泉
町

斉
藤
志
づ
子
さ
ん

6
4
歳

中
挾

室
谷
英
次
さ
ん

6
1
歳

陽
明
町

山
本
喜
美
子
さ
ん

一
叩
歳

牛
ヶ
原

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十
二

年
余
り
に
わ
た
り
、
地
域
住
民

の
福
祉
向
土
に
貢
献
。

産
業
振
題
興
功
労

久
保
勝
治
さ
え

　

6
1
歳

阿
難
祖
領
家

大
野
酒
造
杜
氏
組
合
役
員
在
職

三
十
二
年
。
現
在
も
組
合
長
と

し
て
組
合
員
の
福
利
・
技
術
の

向
上
に
貢
献
。

明
石
久
治
さ
ん

6
5
歳

明
倫
町

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
役
員

社
会
保
険
推
進
委
員
等
三
十
五

年
。
織
物
業
界
の
活
性
化
と
労

働
条
件
の
向
上
に
貢
献
。

漱
票
又
化
功
労

谷
口
繁
一
さ
ん

6
6
歳

本
町

私
立
幼
稚
園
長
等
在
職
二
十
四

年
。
園
の
経
営
・
園
児
の
教
育

に
創
意
工
夫
さ
れ
、
幼
児
の
健

全
育
成
に
貢
献
。

木
村
悌
子
さ
ん

5
3
歳

大
和
町

今
村
公
一
さ
ん

5
0
歳

元
町

学
校
薬
剤
師
と
し
て
二
十
年
余

り
に
わ
た
っ
て
児
童
の
健
康
管

理
や
学
校
保
健
活
動
な
ど
に
貢

献
。

田
中
義
」
さ
ん

6
3
歳

天
神
町

上
田
堅
さ
ん

6
1
歳

日
吉
町

四
十
年
余
り
に
わ
た
り
小
・
中

学
校
教
育
に
携
わ
り
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
発
展
に
貢
献
。

斉
藤
健
二
さ
ん

7
6
歳

糸
魚
町

市
文
化
祭
…
美
術
展
実
行
委
員

二
十
三
年
。
市
内
外
に
お
け
る

水
墨
画
の
普
及
と
技
術
向
上
に

貢
献
。

高
橋
諭
さ
ん

6
0
歳

泉
町

市
軟
式
庭
球
協
会
役
員
・
体
協

理
事
三
十
二
年
。
軟
式
庭
球
の

普
及
発
展
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
。

五
井
将
さ
ん

5
1
歳
吉

市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役

員
・
体
協
理
事
二
十
年
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
と
し
て

底
辺
の
拡
大
や
技
術
の
向
上
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
普
及
に
貢

献
。

福
田
隆
さ
ん

5
6
歳

新
庄

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員
…

体
協
役
員
二
十
六
年
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
長
と
し
て
競
技
の

普
及
と
技
術
の
向
上
、
審
判
員

の
養
成
に
貢
献
。

採
健
衛
生
功
脚

大
野
保
健
協
会

　
　

（
会
長
岸
野
作
太
郎
）

昭
和
二
十
四
年
に
協
会
設
立
。

四
十
年
余
り
に
わ
た
り
、
常
に

衛
生
行
政
に
協
力
し
、
食
品
や

環
境
衛
生
の
向
上
に
貢
献
。

交
通
安
全
功
労

石
森
英
雄
さ
ん

5
4
歳

中
野

昭
和
五
十
年
か
ら
十
五
年
余
り

に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と
し

て
市
民
の
交
通
安
全
保
持
に
努

め
る
一
方
、
交
通
指
導
員
会
の

役
員
と
し
て
育
成
指
導
に
貢
献
。

顛
総
妬
誕

芦
原
宗
一
さ
ん

6
1
歳

日
吉
町

村
元
勇
一
郎
さ
ん

5
6
歳

西
市

笹
島
静
さ
ん

5
9
歳

西
山

真
田
啓
一
さ
ん

　

5
8
歳

霖
政
領
家

消
防
団
員
と
し
て
四
十
年
余
り

の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
消
防
使

命
の
達
成
に
努
力
。
ま
た
、
風

水
害
や
豪
雪
な
ど
の
災
害
に
も

率
先
し
て
出
動
し
、
被
害
の
軽

減
に
努
め
、
地
域
住
民
の
安
令

確
保
に
貢
献
。
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憚
笹
句
礼

原
俎
呵

一
4 2
旧
爆
淋
い
海
兼
題
叉

原
半
詰
呵
題
母
作
東
量
折

ｙ
工
べ
・
ノ
し
。
ぷ
”
・
バ
～
意
を
表
ず
か
ぬ
I
体
ぼ

・
ど
な
リ

L
1
1
卦
市
原
‘
｝
一
゛
ヽ
い
’
、
’
・
う
…
…

…
万
工

。
一
｀
’
｀
’
≒
・
工
’
］
ブ
‘
’
ン
～
い
・
、
゛
、
ト
ド
ゝ

　

会
会
・
｛ 大

作
一
I
作
大
作
｝

ヽ
｝

‘ ）
。
。
ル
ー
ル

1
2
1
七
万
・

や
揖
隻
を
掲
げ
ま
七
I
入
道
｛
会
・

～
官
公
庁
や
学
校
岸

』 者
江
原
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
4
メ
ー
″

業
じ
ま
す
の
で
プ
ご
濠
意
ぐ
だ

‐

χ
4
0
工

゛
工
工
会
工
″
‐
さ

し
い
に



済
生
会
病
院
を
断
念

新
た
な
模
索
へ

　

九
月
定
例
市
議
会
の
一
般
質
問
に
対
す
る
答
弁
の
中
で
、
山

内
市
長
は
、
済
生
会
大
野
病
院
の
建
設
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
の
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
市
議
会
は
、
協
議
の
結
果
、

最
終
日
の
二
十
一
日
、
済
生
会
大
野
病
院
建
設
特
別
委
員
会
の

廃
止
を
決
議
し
、
二
十
六
日
に
は
、
市
・
議
会
・
医
師
会
・
済
生

会
病
院
の
四
者
で
構
成
す
る
済
生
会
大
野
病
院
建
設
委
員
会
も

　

「
現
状
で
は
や
む
な
し
」
と
し
て
委
員
会
を
解
散
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
大
野
市
の
病
院
問
題
は
、
振
り
出
し
に
戻
り
、
再
び

一
か
ら
病
院
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

原
因
は

看
護
婦
不
足
な
ど

　

山
内
市
長
は
「
八
月
二
十
九
日
、

渡
辺
副
知
事
（
県
済
生
会
副
会
長
）

か
ら
、
看
護
婦
不
足
と
済
生
会
の

財
政
的
な
問
題
で
、
大
野
市
へ
の

進
出
は
困
難
と
の
話
が
あ
っ
た
。

急
速
な
事
情
の
変
化
に
苦
慮
し
て

い
る
。
今
後
の
方
針
は
検
討
中
だ

が
、
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
、

議
会
最
終
日
の
二
十
一
日
に
は
、

特
に
発
言
を
求
め
「
諸
般
の
情
勢

か
ら
済
生
会
病
院
の
誘
致
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
議
会

や
市
民
に
心
配
を
か
け
、
申
し
訳

な
い
。
心
か
ら
遺

憾
の
意
を
表
明
す

る
。
今
後
も
市
民

の
医
療
向
上
の
た

め
に
、
こ
ん
身
の

努
力
を
す
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

病
院
建
設
委

員
会
も
解
散

　

九
月
二
十
六
日

に
は
保
健
セ
ン
タ

ー
で
、
済
生
会
大

野
病
院
建
設
委
員

会
が
開
か
れ
、
会

議
に
続
い
て
記
者

会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
委
員
長
を
務
め
る
斉
藤

秀
雄
助
役
が
「
現
状
を
率
直
に
認

め
、
本
日
を
も
っ
て
委
員
会
を
解

消
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
ま

で
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
賜
わ
っ
た
方

々
に
お
わ
び
と
お
礼
を
申
し
あ
げ

る
次
第
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
沢
正
清
・
県
済
生
会
病

院
長
は
「
こ
の
三
年
間
、
一
生
懸

命
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

県
内
の
医
療
情
勢
の
変
化
、
つ
ま

り
財
政
と
看
護
婦
不
足
の
問
題
か

ら
、
県
当
局
と
も
ご
相
談
の
上
、

断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

心
か
ら
市
民
の
皆
様
に
お
わ
び
申

し
あ
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
松
田
理
一
・
市
医
師
会

長
は
「
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
残

念
な
こ
と
で
す
。
去
年
の
段
階
で

は
九
十
％
進
出
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
医
師

会
は
病
院
建
設
を
あ
き
ら
め
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
り
、

松
田
庄
二
・
元
市
議
会
特
別
委
員

長
は
「
ふ
り
か
え
る
と
今
も
残
念

で
す
。
理
事
者
と
も
ど
も
信
頼
し

て
い
た
の
に
。
た
だ
我
々
と
し
て
は

見
通
し
が
甘
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

と
思
う
。
病
院
誘
致
は
今
後
も
全

力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
の
で
、
済

生
会
も
医
師
会
も
今
後
と
も
ご
尽

力
願
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
病
院
誘
致
問
題
は
、
白

紙
に
戻
り
、
再
び
新
た
な
模
索
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

済生会病院誘致断念の
意思を表明する山内市
長

済生会大野病院建設委員会の解散を発表する建設委

言紳士白拙

　

市
は
昨
年
十
一
月
か
ら
、
橋
爪

の
集
落
か
ら
約
二
丿
上
流
の
湯
の

谷
（
橋
爪
地
係
り
）
で
温
泉
掘
削

工
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
九
月

下
旬
、
三
〇
・
一
度
の
温
泉
を
掘

り
当
て
ま
し
た
。
井
戸
の
深
さ
は

八
七
三
・
五
五
回
で
、
く
み
上
げ

に
よ
る
湯
量
は
、
毎
分
百
五
‥
い
、

自
噴
さ
せ
る
場
合
は
十
‥
い
で
す
。

成
分
は
県
衛
生
研
究
所
に
依
頼
し

て
分
析
中
で
す
が
、
温
泉
法
で
は
、

温
度
が
二
十
五
度
以
上
あ
る
か
、

ま
た
は
一
定
の
成
分
を
含
ん
で
い

れ
ば
よ
く
、
湯
の
谷
の
場
合
は
す

で
に
温
度
が
基
準
を
越
え
て
い
ま

す
の
で
、
温
泉
と
し
て
認
め
ら
れ

る
の
は
確
実
で
す
。

　

掘
削
工
事
費
は
、
約
六
千
五
百

三
十
万
八
千
円
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
温
泉
を
利
用
し

て
保
養
施
設
な
ど
を
建
設
す
る
予

定
で
す
が
、
建
設
場
所
や
規
模
、

そ
の
運
営
方
法
な
ど
を
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
六
呂

師
高
原
を
中
心
と
し
た
リ
ソ
ー
ト

計
画
と
の
関
連
な
ど
も
見
極
め
た

う
え
、
慎
重
に
計
画
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

約
三
十
度
の
温
泉
を
毎
分

百
五
リ
ッ
ト
ル
く
み
上
げ

る
橋
爪
の
掘
削
現
場



公表します

市職員などの給与

　

職員の給与は、地方自治法および地方公務

員法の規定に基づさ、市の条例で定められて

います。｀F成元年度に支給された市長など市

三役・市議会議員・市職員の給料や手当など

を公表します。適正な水準にあるかどうか、

皆さんの日でお確かめください。

●人件費の状況
（平成元年度普通会計決算）

人口（平成2．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 昭和63年度人件費率

42，130人 125億4，745万円 23億8，713万円 19．0％ 18．2％

※人件費には、市長・助役・各種委貝会委員などの給料・報酬が含まれています。

●職員給与費の内訳

（平成2年度普通会計予算）

声jl職貝手

ま

当には、退職手当は含まれていません。

胆ど：7ま゛・‥し・＝＝……7ま‥i了ソ’：・………鯛
＝＝・・主會手当として、特殊勤務手当・通勤手当・時

　

閣外手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

●職員の平均給料月額と万ヽ，

　

平均年齢（平成2年4巾醐石lj万万

平均年齢

　

39．2歳

　

48．0歳

平均給料月額

　

25万3，950円

23万5↓904円

平均年齢

39．9歳，

45j歳
平均給料月額

26万……し、136円

Lllぺふ22万9，丿778円

国
大
野
市

※上段の数字は一般行政職、下段は業務職を

　

示します。



●市職員の給料公表

…職員手当の状況（え々・t支心恰）

（1）期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月分 1．5月分 0．6月分 2．1月分

12月分 1．9月分 0．6月分 2．5月分

3月分 0．5月分 － 0．5月分

計 3．9月分 1．2月分 5．1月分

（2）退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨…定年

最高支給限度額 60．0月分 62．7月分

勤続20年 21．0月分 28．875月分

勤続25年 33．75月分 44．55月分

勤続35年 47．5月分 62．7月分

1人当たり平均支糸含害貞 1，974万5，000円

※1人当たり平均支給額は元年度に退職した全

　

職種の職員に支給された平均額です。

…一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　　

平均給料月額（平成2年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

…一般行政職の級別職員数（444即日皿）
●特別職の報酬等の状況（紐2年4H1日む）

区分 給料月額

市長 72万円

助役 60万円

収人役 53工万円

区分 報酬月額

議長 35万円

副議長 30万円

議員 28万円

期末手当（元年度支給割合）

6月期1．5月分

）12月期1．9月分

3月期0．5月分

計3．9月分

…特殊勤務手当の状況（や44度）

職員全体に占める手当支給職員の割合 350司

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万550円

手当の種類 20種類

※多くの職員に支給されている主な手当

①自動車運転手当③清婦業務手当⑤公民館業務手当

②保育業務手当4税務事務手当

●時間外勤務手当の状況（平成え年度）

支給総額 6，363万6，000円

職員一人当たりの平均支給年額 19万8，872円

※支給対象職員320人
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

1
一
雲
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

おだんご作り（北部保育園で）

＜る一ぶ登場
ゲートボールクラブ

　　

交友会

全
日
本
選
手
権
大
会
に
も
出
場

　

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
人
々
を
見
か
け

ま
す
が
、
市
内
に
は
十
一
ク
ラ
ブ

あ
り
、
約
二
百
五
十
人
が
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
交
友
会
」
は
、
昭
和
五
十
八

年
四
月
に
結
成
さ
れ
、
市
内
で
も

屈
指
の
チ
ー
ム
で
す
。
会
員
は
、

有
明
町
な
ど
駅
東
地
区
の
人
が
多

く
四
十
八
歳
か
ら
七
十
六
歳
ま
で

の
男
女
十
八
人
で
す
。
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
横
の
農
協
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

毎
朝
五
時
半
か
ら
七
時
半
ま
で
、

土
。
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
も
年
々
増

え
、
市
内
で
は
市
総
合
体
育
大
会

は
じ
め
市
長
杯
、
体
協
長
杯
な
ど

ト
回
余
り
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、

交
友
会
は
、
近
年
そ
の
半
数
近
く

の
大
会
で
、
優
勝
ま
た
は
準
優
勝

の
成
績
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
織
田
町
で
開
か
れ
た

織
田
信
長
顕
彰
大
会
で
優
勝
、
さ

ら
に
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
も
初
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
下
の
精

鋭
百
二
十
チ
ー
ム
が
競
う

も
の
で
、
全
日
本
選
手
権

大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
い

ま
す
。
十
月
二
十
日
に
山

口
市
で
開
か
れ
た
全
日
本

大
会
に
は
八
人
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
出
場
で
、
成
績
の
方
は

奮
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
し
た
人
た
ち
に
は
よ

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
の
高
津
秋
隆
さ
ん

は
「
う
ち
の
ク
ラ
ブ
は
特

別
上
手
な
人
も
い
ま
せ
ん

が
、
粒
が
揃
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
知
事
杯
の

大
野
市
選
抜
チ
ー
ム
に
、
う
ち
の

会
員
か
ら
十
六
人
も
選
ば
れ
た
く

ら
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
勝
つ
こ
と
よ
り
、

で
き
る
だ
け
平
等
に
出
場
す
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●S
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’ヤングコーナー

も
う
一
つ
の

　
　
　

結
婚
式菅原優子

（吉・大野高校3年）

　

今
年
の
夏
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
派
遣
生
に
選
ば
れ
た
私
は
、

北
欧
の
小
国
デ
ン
マ
ー
ク
で
一
ヵ

月
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
さ
せ
て
頂
く

機
会
を
得
ま
し
た
。
見
聞
き
す
る

事
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
非
常
に
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
文
化
の
違
い
を
折
に
触
れ

て
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
結
婚
式
の
在
り

方
は
、
あ
ま
り
に
も
私
た
ち
の
も

の
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
人
々
は
十
八
歳

で
成
人
す
る
と
両
親
か
ら
独
立
し

ま
す
・
二
十
歳
く
ら
い
か
ら
恋
人

と
一
緒
に
暮
ら
し
始
め
、
互
い
に

生
涯
を
共
に
過
ご
せ
そ
う
な
相
手

か
ど
う
か
を
見
極
め
ま
す
。
そ
れ

か
ら
や
っ
と
婚
姻
届
を
出
し
て
正

式
に
結
ば
れ
る
の
で
す
。

　

結
婚
式
は
市
役
所
で
、
市
長
の

立
ち
会
い
の
も
と
極
め
て
簡
素
に

行
わ
れ
ま
す
。
披
露
宴
も
ご
く
内

輪
の
さ
さ
や
か
な
も
の
で
す
。

　

日
本
人
の
倫
理
観
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
結
婚
に
先
立
つ
同
棲
は
容

認
し
難
い
事
で
あ
り
、
ま
た
人
生

の
晴
れ
舞
台
で
あ
る
結
婚
式
を
こ

れ
ほ
ど
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う

の
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
こ
う
し
て
結
婚
し
た

人
々
が
離
婚
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
そ
う
で
す
。
夫
婦
は
お
互

い
を
尊
重
し
、
助
け
合
っ
て
生
き

て
い
ま
す
。
豪
華
な
結
婚
式
は
確

か
に
（
と
り
わ
け
女
性
に
と
っ
て

は
）
魅
力
的
で
す
が
、
一
番
重
要

な
も
の
I
相
手
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
1
は
、
決
し
て
物
質
的
な
豊

か
さ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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』
皿
館
を
日
曜
日
も
開
い
て

Q

　

新
し
く
西
部
児
童

セ
ン
タ
ー
が
で
き
、

春
日
児
童
館
も
建
て

替
え
中
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
と
て
も
結
構
な
こ
と
で
す
が
、

最
も
子
供
の
利
用
が
多
い
と
思
わ

れ
る
日
曜
日
は
、
児
童
館
が
休
館

で
す
。
平
日
の
午
後
は
小
学
校
低

学
年
の
児
童
は
多
い
よ
う
で
す
が

高
学
年
に
な
る
と
勉
強
、
勉
強
で

忙
し
く
、
塾
通
い
で
ほ
と
ん
ど
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
今
の
子
供
は
、

同
学
年
の
子
供
と
し
か
顔
を
合
わ

せ
な
い
生
活
が
多
い
の
で
す
が
、

日
曜
こ
そ
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま

で
、
一
緒
に
な
っ
て
遊
べ
る
唯
一

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
の
で
す
。

ご
一
考
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
本
町
・
山
崎
豊
次
郎
）

A

　

児
童
館
（
セ
ン
タ

ー
）
は
、
児
童
福
祉

法
に
定
め
ら
れ
た
児

童
厚
生
施
設
の
一
つ
で
、
児
童
に

健
全
な
遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健

康
を
増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

当
市
に
は
、
春
日
児
童
館
な
ど
四

館
あ
り
。
春
日
以
外
は
、
児
童
厚

生
員
の
ほ
か
体
力
増
進
指
導
者
も

配
置
し
た
児
童
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

さ
て
、
児
童
館
（
セ
ン
タ
ー
）
の

利
用
対
象
児
童
は
、
第
一
に
「
お

お
む
ね
三
歳
以
上
の
幼
児
ま
た
は

小
学
校
一
圭
二
年
の
児
童
で
あ
っ

て
、
留
守
家
庭
等
児
童
健
全
育
成

上
、
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
」
、

第
二
に
「
そ
の
他
の
児
童
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
当
市
で
は
、
親
が

共
働
き
で
留
守
家
庭
な
ど
の
児
童

が
、
下
校
時
か
ら
夕
刻
ま
で
利
用

す
る
こ
と
を
主
と
し
て
運
営
し
て

お
り
、
家
族
が
家
に
い
る
日
曜
日

は
、
休
館
と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
日
曜
開
館
は
、
よ
い

こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

趣
旨
か
ら
し
て
、
平
日
を
代
わ
り

の
休
館
日
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

ま
た
年
中
開
館
す
る
こ
と
は
、
人

事
管
理
（
児
童
厚
生
貝
の
配
置
）

上
困
難
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
る
開
館
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
事
故
な
ど
、
運
営
上
の
問

題
が
残
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
訳

で
現
在
は
日
曜
開
館
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
館
日
で
も
、
子
供
会

の
行
事
な
ど
で
利
用
者
が
責
任
を

も
っ
て
、
事
前
に
申
し
込
ま
れ
る

と
き
は
、
利
用
で
き
ま
す
。

　

（
福
祉
事
務
所
長
・
土
谷
春
栄
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
の
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W恂宙

「
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
」
の
足
跡
化
石
を
発
見

城
地
琴
博
が
（
武
生
市
・
2
5
歳
）

　

和
泉
村
林
谷
の
一
億
三
千
万

年
前
の
地
層
か
ら
、
イ
グ
ア
ノ

ド
ン
と
い
う
恐
竜
の
足
跡
化
石

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
化
石
を
発
見
し
た
の
が
、

大
野
市
蕨
生
出
身
の
城
地
琴
博

さ
ん
で
す
。

　

城
地
さ
ん
は
、
大
野
高
校
で

は
地
学
部
に
入
部
。
東
洋
で
唯

一
の
鉱
山
学
部
が
あ
る
秋
田
大

学
に
進
学
。
東
北
や
北
海
道
を

中
心
に
二
枚
貝
の
化
石
を
採
集

し
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
武
生
の
地
質
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
大
発
見
と
な
っ
た
化

石
は
、
去
る
四
月
二
十
二
日
に

大
野
地
球
科
学
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
採
集
し
た
も
の

で
す
。
勝
山
高
校
の
竹
山
先
生

を
通
じ
て
県
立
博
物
館
の
東
洋

一
学
芸
員
に
鑑
定
を
依
頼
。
植

物
食
の
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
の
足

跡
と
判
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
見
に
つ
い
て
、
城

地
さ
ん
は
「
最
初
に
見
た
と
き

か
ら
、
恐
竜
の
足
跡
だ
と
直
感

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
発
見
は
、

め
っ
た
に
な
い
の
で
大
変
う
れ

し
い
。
仕
事
が
忙
し
く
て
化
石

採
集
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
が
、

化
石
を
通
じ
て
、
そ
の
時
代
の

環
境
な
ど
も
研
究
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
生
き
生
き
と
し
た

表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

g
知
ら
せ

　

4
r
％

●
青
柳
常
夫

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

大
野
子
ど
も
劇
場
準
備
会
の
第

3
回
例
会
で
す
。
今
回
は
、
歌
声

喫
茶
と
も
し
び
の
歌
手
歴
3
0
年
、

抜
群
の
歌
唱
力
と
演
技
力
を
持
ち
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
幅
広
い
人
気

を
持
つ
「
青
柳
常
夫
」
さ
ん
を
招
い

て
の
公
演
で
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

会
員
制
で
す
の
で
、
登
録
が
必

要
で
す
。
会
員
は
4
歳
か
ら
大
人

ま
で
。
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

会
費
は
H
月
分
8
0
0
円
十
入
会

金
l
o
o
円
で
す
。
最
低
3
ヵ
月

間
在
席
し
て
く
だ
さ
い
。

公
演
日
時
‥
1
1
1
1
一
月
2
8
日
⑥
、
2
9
日

　

④
、
両
日
と
も
午
後
6
時
開
場

　

6
時
3
0
分
開
演

会
場
市
民
会
館
2
階
鳳
凰
の
間

内
容
森
の
ク
マ
さ
ん
、
め
だ
か

　

の
学
校
な
ど
約
1
0
0
0
曲
の

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
当
日

　

選
曲
し
て
、
参
加
者
と
い
っ
し

　

よ
に
進
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
O
K
。
手
遊
び
、

　

ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

対
象
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
。

問
合
せ
先
子
ど
も
劇
場
準
備
会

　

事
務
局
（
日
吉
町
7
j
2
4
・
浦

　

井
ひ
と
み
方
豊
6
6
・
4
7
6
8
）



11月は薬物刮．tJnB防止JIr背｜

薬
物
乱
用

　

悩
〕
ツ
タ
ぐ
、
タ
ダ
④

　

1
0
月
、
‥
‐
月
は
「
薬
物
乱
用
防
止
月
間
」
で
す
。
麻
薬
、
覚

せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
、
私
た
ち
に
は
縁
遠
い
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
に
迫
っ
た
と
き
、
キ
ッ
パ
リ
断
る
よ
う
に
、
ふ

だ
ん
か
ら
注
意
し
、
自
ら
は
絶
対
近
づ
か
な
い
こ
と
で
す
。

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
な
ど
を
医
師

の
指
示
を
得
な
い
で
使
っ
た
り
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
吸
う
こ
と
を
。

「
薬
物
乱
用
」
と
い
い
ま
す
。
こ

の
問
題
は
、
現
代
社
会
で
は
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、

私
た
ち
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
し

か
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

甘
い
言
葉
に
要
注
意

　

覚
せ
い
剤
は
、
白
い
結
晶
性
の

粉
末
で
、
水
に
溶
か
し
て
静
脈
注

射
す
る
の
が
通
例
で
す
。
覚
せ
い

剤
を
使
う
直
接
的
な
動
機
は
、
「
好

奇
心
」
、
「
人
に
勧
め
ら
れ
て
」
な
ど
、

単
純
で
安
易
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
職
場
の
仲
間
や
遊
び
友
達
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
か
ら
、
「
強
精

剤
」
、
「
痛
み
止
め
」
、
「
や
せ
薬
」

な
ど
と
警
戒
心
を
起
こ
さ
せ
ず
、

し
か
も
好
奇
心
を
そ
そ
る
よ
う
な

耳
ざ
わ
り
の
よ
い
言
葉
で
勧
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

甘
い
言
葉
に
は
要
注
意
で
す
。
ま

た
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
何
ら
か

の
形
で
暴
力
団
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
生
活
の
乱
れ
や
悩

み
が
あ
る
な
ど
、
心
の
す
き
間
を
つ

い
て
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
。

脳
も
体
も

　

メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

　

覚
せ
い
剤
は
、
脳
の

機
能
を
積
極
的
に
高
め

る
作
用
が
あ
る
た
め
。

一
時
的
に
は
疲
労
の
自

覚
は
消
え
ま
す
が
、
薬

物
の
作
用
が
消
失
し
ま

す
と
、
過
度
の
興
奮
の

結
果
と
し
て
、
使
用
前

よ
り
一
層
激
し
い
疲
労

感
、
け
ん
怠
感
、
憂
う

つ
感
に
襲
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、

繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

だ
ん
だ
ん
抜
け
出
せ
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
幻
覚
、
妄
想
に

と
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
脳
は

委
縮
し
、
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
な
ど

の
細
胞
の
一
部
は
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
本
人
の
苦
し
み
だ
け
で
な

く
、
家
庭
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
は

犯
罪
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

近
づ
か
な
い

　
　

近
づ
け
な
い

　

覚
せ
い
剤
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
薬

物
乱
用
防
止
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
、
「
近
づ
か
な
い
」
「
近
づ
け
な
い
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
度
で
も
経

験
す
る
と
、
本
人
だ
け
で
は
な
か

な
か
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
危

険
な
薬
物
乱
用
か
ら
、
あ
な
た
の

家
庭
や
社
会
を
守
る
た
め
、
ふ
だ

ん
か
ら
十
分
注
意
し
て
、
近
寄
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
保
健
所
へ

　

覚
せ
い
剤
な
ど
の
乱
用
で
、

悩
み
の
あ
る
方
は
、
次
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
電
話
、
手
紙
、

来
所
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

大
野
保
健
所
・
覚
せ
い
剤
等

相
談
窓
口
（
蜃
9
1
2
大
野
市
天
神

町
1
・
1
豊
6
6
・
「
／
」
0
7
（
○
）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）
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城下まちかど写真展

　

今
、
心
内
の
金
融
機
関
四
ヵ
所

で
「
人
野
城
ド
ま
ち
か
ど
写
真
展
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
残
っ
て
い
る
人
野
ら
し
い
街
並

み
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、

城
ド
町
を
守
る
会
（
松
井
巽
会
長
）

が
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
ト
。

月
ト
五
日
か
ら
は
有
終
会
館
で
、

I
ト
六
‐
か
ら
は
人
野
公
民
館
で

そ
の
令
部
約
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

市
民
名
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

人野青年会議所圭催の市民9・；水フォ

ーラム「ふるさとの水を語ろう」が10

月3日、巾民会館で開かれ約250人の

市民が参加。最初に、県の「水の作文

コンクール」金賞の松田I術さん（陽明

中1）が作文を朗読。6人のパネラー

が、それぞれの政場で意兄を発衣し、

大野市の「水」の将来を模索しました。

駅
構
内
に
歓
迎
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

越美北線沿線にある防雪林の折損木

を丸太組みにしたモニュメントが鉄道

部職員の手でこの程完成しました。奥

越の旅の思い出に、記念撮影のパヽソク

になるよう正面には「ようこそ奥越へ」

の文字と人野城の絵が描かれています。

裏側には、列車が発着するたびに竜謡

が流れるスピーカーも設置してあります。

I
j
r
I
j
．
『
j
1
ま
。
『
ミ
ー
、
。
ま
『
『

　

勁
1
回
也
湯

秋
晴
れ
の
も
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

10月10日体育の日、市などがま主催す

る健康ウォークが行われ、約200人の

市民が、さわやかな秋晴れの中でハイ

キングを楽しみました。まず保健セン

ター前で体操した後、篠座神社や洞雲

寺などを同りました。柳廼社では、健

康汁と銘打二）たみそ汁をふるまわれ楽

しい昼食に舌鼓を打二）でいました。

甲
子
園
へ
の
連
続
出
場
に
王
手

　

秋の北信越高校野球で、人野高校が

準優勝となり来春の甲子園出場が濃厚

になりました。県大会第4シードの大

野は、再三のピンチを切り抜けて県大

会で優勝。北信越大会でも、富山商、

長野日大に1点差で辛くも勝ち、決勝

では松商学園に惜敗しましたoセンパ

ツ出場の最終決定は、2月1日です。

市民の善意を基金に

　

大
野
高
校
の
甲
子
園
出
場
に
対

し
て
、
約
八
千
五
百
人
の
市
民
な

ど
か
ら
九
千
九
百
万
円
余
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
野
球
部
後
援
仝
で

は
、
こ
の
う
ち
三
百
万
円
を
「
青

少
年
育
成
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」

と
し
て
、
市
へ
寄
付
す
る
こ
と
に

な
り
、
十
月
十
六
日
、
高
橋
O
B

会
長
ら
三
人
の
後
援
会
副
会
長
が

山
内
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

洞肩会

…
国
民
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら

何
で
も
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

福
井
社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
員

が
お
答
え
し
ま
す
。
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

と
き
H
月
1
0
日
①
・
1
1
日
⑧

　

の
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ
大
野
有
終
会
館
（
産
業

　

フ
ェ
ア
ー
会
場
内
）

・
リ
サ
イ
ワ
ル
シ
ョ
ツ
プ

　

。
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
大
野
″

を
開
き
ま
す
。
買
っ
て
使
う
人
の

身
に
な
っ
て
、
あ
な
た
の
不
用
な

品
物
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
値
段

の
め
や
す
は
、
新
品
半
額
以
下
、

使
っ
て
あ
る
も
の
I
／
淮
以
下
、
最

高
5
、
0
0
0
円
ま
で
。

と
き
H
月
1
7
日
①
正
午
～
午

　

後
2
時

と
こ
ろ
市
産
業
文
化
展
示
館

　

（
市
役
所
前
）

商
品
受
付
1
1
月
1
6
日
面
午
前
1
0

　

時
～
午
後
3
時
、
同
展
示
館

問
合
せ
先
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ

　

連
絡
協
（
北
村
満
智
子
さ
ん
豊

6
6
…
5
4
8
6
）
ま
た
は
市
役

所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
―
－

1
1
内
線
4
6
3
）

・
耳
鼻
科
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
の
方
な
ど
（
障
害

者
手
帳
の
有
無
に
関
係
な
く
）
を

対
象
に
、
耳
鼻
科
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き
1
1
月
9
日
面
午
後
1
時

　

～
3
時

と
こ
ろ
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
①
県
立
病
院
の
医
師
に

　

よ
る
診
察
と
相
談
2
補
聴
器

　

の
点
検
と
修
理

費
用
無
料
（
補
聴
器
の
修
理

　

に
つ
い
て
は
実
費
を
い
た
だ
く

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
7
3
）

・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金

　

郵
便
局
で
は
、
平
成
3
年
1
月

か
ら
、
開
発
途
上
国
の
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
た
新
し
い
貯
金

。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
″
を
始

め
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
郵
便
局
の
通
常

貯
金
の
利
子
の
2
0
％
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
、
民
間
海
外
援
助
団
体

を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の
福
祉
向

上
に
充
て
る
も
の
で
す
。
加
入
手

続
き
は
、
郵
便
局
へ
通
常
貯
金
通

帳
と
印
鑑
を
持
参
す
る
か
セ
ー
ル

ス
マ
ン
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
新
た
な
加
入
も
で
き
ま

す
。

　

開
発
途
上
国
で
は
、
過
酷
な
環

境
の
た
め
に
毎
日
約
4
万
人
の
子

供
た
ち
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貯
金
で
、
あ
な
た
の
善
意
を

お
届
け
く
だ
さ
い
。

…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
社
会
と
提
携
し
て
、
健
康
で
、

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
そ
の

知
識
や
経
験
、
技
能
を
生
か
し
た

働
き
場
を
提
供
す
る
組
織
で
す
。

6
0
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

の
入
会
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

登
録
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
希

　

望
す
る
仕
事
を
登
録
し
て
お
き

　

ま
す
。
年
会
費
―
、
0
0
0
円
。

仕
事
希
望
す
る
仕
事
の
求
人

　

が
あ
っ
た
と
き
連
絡
し
ま
す
。

配
分
金
配
分
金
は
雑
所
得
で
す

　

の
で
、
年
金
の
減
額
な
ど
の
心

　

配
は
い
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
社
団
法
人
大
野
市
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
大
野
有

　

終
会
館
内
豊
6
6
・
0
0
6
9
）

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

悪質商法に要注意

迷毛）危督）m］談坦

　

今
回
は
、
訪
問
、
電
話
な
ど

に
よ
る
「
悪
質
な
販
売
の
手
口
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
も
し
、
こ

の
よ
う
な
ヶ
－
ス
に
出
合
っ
た

と
き
は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
見
本
工
事
商
法

　

「
お
宅
は
目
立
つ
場
所
な
の

で
、
見
本
工
事
を
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
て
、

屋
根
や
テ
ラ
ス
な
ど
の

工
事
を
勧
め
ま
す
。

　

一
般
の
人
に
は
、
そ

の
資
材
や
工
事
費
が
妥

当
な
値
段
か
ど
う
か
分

か
り
に
く
い
た
め
、
つ

い
業
者
の
い
い
な
り
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
の

場
で
決
め
て
し
ま
わ
ず
、

他
の
業
者
に
も
聞
い
て

み
る
必
要
が
あ
り
ま
支

後
に
な
っ
て
、
大
変
高

い
代
金
を
払
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
て
も
手
遅
れ
で
す
。

②
マ
ル
チ
商
法

　
　

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法

　
　

「
こ
の
商
品
を
人
に
勧
め
て

く
れ
れ
ば
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ

へ
高
額
な
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
」

な
ど
と
い
っ
て
、
洗
剤
・
健
康

食
品
・
宝
石
な
ど
を
ま
ず
本
人

に
買
わ
せ
、
友
人
、
知
人
な
ど

へ
販
売
組
織
を
拡
大
し
て
い
く

商
法
で
す
。
も
う
け
話
に
釣
ら

れ
て
加
入
し
て
も
、
大
半
の
人

が
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
不
用
な

高
い
商
品
を
買
い
こ
ん

だ
だ
け
損
と
い
う
結
果

に
な
り
が
ち
で
す
。

③
資
格
商
法

　
　

「
あ
な
た
が
特
別
に

選
ば
れ
た
」
「
国
家
試
験

が
免
除
に
な
る
」
な
ど

と
自
宅
や
職
場
へ
し
つ

こ
く
電
話
し
て
き
ま
す
。

あ
い
ま
い
に
返
事
す
る

と
、
す
ぐ
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
送
り
つ
け
、
そ
の

後
、
断
っ
て
も
「
も
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登

録
し
た
の
で
、
取
り
消
せ
な
い
」

な
ど
と
い
っ
て
応
じ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電

話
に
よ
る
勧
誘
に
は
、
慎
重
に
。

そ
し
て
返
答
は
は
っ
き
り
と
。

　

も
し
迷
っ
た
と
き
は
、
消
費

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。

一
こ
の
欄
は
、
消
贅
生
活
に
関
す
る
市

民
の
方
々
か
ら
の
相
談
内
容
を
基
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
は
市
消
贅
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
生
活
環
境

課
内
豊
6
6
・
・
・
‐
1
1
1
内
線
4
6
3
）
へ
。
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圓四圓記岨人脳脂診

11月25日⑧

　

平日に受診できない人

のために、11月25日、日

曜日に保健センターで、

次の検診を行います。ご

希望の人は、この機会に

ぜひ受診してください。

申し込みは保健センター

（豊65－7333）へ。定員に

なり次第、締め切ります。

詳細は、申し込み後に通

知しま丸

11月25日（日）の検診内容

受付時間 定員 手数料

胃がん検診 午前8：30～n：00 50人 500円

子宮がん検診 午前1：00～2：00 80人 400円

成人病検診
午前9：00～10：30

午前1：00～2：30

120　

人

　　　　700円

かくたん喀痰400円

・
B
＆
・
G
海
外
体
験
航
海

　

の
参
加
者
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

海
外
体
験
航
海
B
＆
G
「
若
人
の

船
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

期
間
平
成
3
年
2
月
2
0
日
～
3

　

月
6
日
（
1
5
日
間
）

寄
港
地
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

対
象
1
8
歳
～
3
0
歳
の
健
康
な
男

　

女
（
高
校
生
を
除
く
）

募
集
人
員
全
部
で
5
2
0
人
の

　

う
ち
大
野
市
分
先
着
5
人

参
加
経
費
総
額
5
5
4
、
0
0
0

　

円
の
・
つ
ち
1
9
9
、
0
0
0
円

　

（
残
額
は
財
団
負
担
）

主
催
B
＆
G
財
団
。
日
本
通
運

締
切
1
1
月
3
0
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
―

　

豊
6
4
・
I
Q
り
1
1
）

●
区
画
整
理
地
の
土
地

　

入
札
で
処
分

　

市
で
は
、
南
部
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
内
の
保
留
地
を
入

札
で
処
分
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
1
1
月
2
日
図
～
2
1
日

　

⑥
午
後
4
時
ま
で

申
込
方
法
申
込
書
に
必
要
事
項

　

記
入
の
上
、
保
証
金
を
添
え
て

　

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
。

入
札
日
時
1
1
月
2
2
日
④
午
前
9

　

時

入
札
場
所
市
役
所
大
会
議
室

地分処

番地仮 積面 金証保札入 分区城地途用

1
1
一

4
2

㎡

7
　

4
一
　

8 0
　

Q
り

円
0 00

　
亀
ｆ

0 04 用専居仕種1

1
4
一

4
2

n
乙

0 03 8 0
0

0
　
90

0
4 用専居住種1

g
）

　
一t

£
5
4

一
b0 63 8 0

0
0

　
94

0
0 用専居仕種ｎ

乙

7
　
一C

£
）
4

只
）

0 63 8 0
0

0
　
ー
0

4
0

用専居仕種9
｀

r
a

　
一ｎ

乙
r
a

″
り

IC
O

＜
T
＞
c
＾
＾

0
0

0
　
90

0
Q
り

業工準

●
税
の
無
料
相
談

　

い
1
1
日
か
ら
始
ま
る
「
税
を
知
る

週
間
に
ち
な
ん
で
、
大
野
税
務
署

で
は
「
税
の
無
料
相
談
」
を
開
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

と
き
1
1
一
月
1
1
日
⑨
、
1
2
日
旬

　

の
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ
リ
ブ
レ
3
階

●
中
小
企
業
に
退
職
金
制
度

　

自
前
の
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の

援
助
で
退
職
金
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

特
色
掛
金
の
一
部
と
制
度
の
運

　

営
費
は
、
国
が
負
担
し
ま
す
。

　

掛
金
は
税
法
上
損
金
。
必
要
経

　

費
と
し
て
全
額
免
税
に
な
り
ま

す
。

掛
金
月
3
、
0
0
0
円
～
2
0
、

　

0
0
0
円
、
1
3
種
類
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
中
小
企
業
退
職
金
共

　

済
事
業
団
。
大
阪
相
談
コ
ー
ナ

　

ー
（
豊
0
6
・
5
3
6
●
1
8
5
1
）

●
パ
ー
ト
タ
イ
八
】
労
働

　

一
日
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

1
1
一
月
1
日
か
ら
始
ま
る
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
に
ち
な
ん
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
関
す
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

と
き
I
―
（
月
5
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

と
こ
ろ
福
井
放
送
会
館
4
階
。

　

福
井
パ
ー
ト
バ
ン
ク

主
催
福
井
県
商
工
労
働
部
ほ
か

●
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
、
毎

年
一
回
受
け
ま
し
ょ
う
。
1
8
歳
以

上
で
ま
だ
の
人
は
、
次
の
会
場
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

時日
付

受

　
叫＝

．
7
前
時

午
9

　
　
紳
　

　
E後

1
5

午
叫

⑧日r
D
月

1
1

館民公庄下 館民公山小

⑧日1
9

館民公庄
上

館民公側乾

⑧日2
6

館民公田富 館民公谷阪

②日3
0

一タンセ健保

・
過
激
派
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

　

凶
悪
・
無
差
別
化
す
る
テ
ロ
ー

ゲ
リ
ラ
事
件
を
防
止
す
る
た
め
、

警
察
で
は
、
過
激
派
追
放
ダ
イ
ヤ

ル
豊
6
5
・
0
1
1
0
を
設
け
ま
し

た
。
あ
な
た
の
周
囲
に
異
常
に
人

目
を
避
け
た
り
、
一
人
住
ま
い
な

の
に
ノ
ッ
ク
な
ど
の
合
図
し
て
か

ら
部
屋
に
入
る
な
ど
、
不
審
な
人

が
い
る
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
お
み
や
げ
に
土
鈴

　

「
雪
人
形
L
は
い
か
が

土の持つ温もりが伝わる雪人形

　

救
護
施
設
「
大
野
荘
」
で
は
、
入

所
者
が
作
っ
た
土
鈴
「
雪
人
形
」
を

大
野
の
み
や
げ
品
と
し
て
、
売
り

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
土
鈴

は
五
年
前
か
ら
始
め
た
陶
芸
教
室

の
成
果
を
生
か
し
て
、
入
所
者
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
ご
ざ
帽
子

姿
で
高
さ
8
セ
ン
チ
ほ
ど
の
男
女

一
対
の
人
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

駅
や
観
光
協
会
な
ど
で
売
っ
て
お

り
一
個
7
0
0
円
で
す
。



’
？
K
≫
＾
。
＊
A散歩

狙

阪
谷
小
学
校

　

市
小
学
校
連
合
体
育
大
会
で
走
り
高
跳
び

の
新
記
録
を
出
し
た
弾
定
智
海
さ
ん
（
六
年
）

と
高
見
英
明
君
（
五
年
）
は
、
十
月
十
日
の
県

下
学
童
陸
上
競
技
記
録
会
で
も
好
成
績
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

阪
谷
小
学
校
（
児
童
数
百
七
十
九
人
）
は
、

昭
和
六
十
二
・
六
十
三
年
度
に
県
・
市
教
委

か
ら
学
校
体
育
の
研
究
委
嘱
を
受
け
ま
し
た

が
、
研
究
発
表
後
も
継
続
し
て
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
業
間
運
動
で
は
二
重
に
な
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
で
、
低
・
高
学
年
別
。
に
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
、
体
育
館
や
鉄
棒
広
場
で
は
器
械
運

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
室
か
ら
す
ぐ
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
出
ら
れ
る
た
め
か
、
男
女
と

も
校
庭
で
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
教
育
の
立
場
か
ら
、
給
食
や
保
健
指

導
に
も
力
を
注
ぎ
、
保
健
委
員
会
で
は
学
校

医
を
囲
ん
で
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
教
育
の
充
実
を
図
り
、
今
年
度
は
全
校

挙
げ
て
「
書
く
」
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
重
点

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
六
呂
師
小
・
上
庄
小
・
尚
徳
中
・

上
庄
中
と
と
も
に
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
校
と
し
て
県
か
ら
指
定
を
受
け
、
ス
キ

ー
競
技
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

六
呂
師
ス
キ
ー
場
ま
で
は
や
や
距
離
が
あ
り

ま
す
が
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
起

伏
に
富
ん
だ
学
校
周
辺
で
練
習
が
で
き
る
の

で
、
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
の
具
体
策
が
練

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
約
七
十
本
の
桜
の
木
が
あ

り
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

中
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
持
久
走
に
励
む
児
童

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
隣
接
の
幼
稚
園
で
は
、

竹
馬
乗
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
（
T
）

市民のうごき

10月1日現在前月比

世帯数 11，289世帯 ー1世帯

42，270人 －18人

人目 男 20，262人 －11人

女 22，008人 ー7人

9月中の異動
転入 41人 出生 28人

転出 62人 死亡 25人

市内の交通事故状況（uヵ、bCOtt）

件数内訳
平成2年
9月末

平成元年9月末増減

総件数 303件 294件 十9件

人身

事故

件数 130件 139件 －9件

死者 1人 4人 －3人

傷者 172人 192人 －20人

物損事故 173件 155件 十18件

表
紙
の
こ
と
ば

　

十
月
二
十
一
日
の
下
庄
ま
つ

り
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
家
庭
に
あ
る

不
用
品
を
、
自
分
が
欲
し
い
人

に
安
価
で
販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
。

当
日
は
、
子
供
の
衣
類
や
日
用

品
な
ど
を
、
各
自
が
持
ち
込
ん

で
店
開
き
。
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
売
る
方
も
買
う
方
も

ホ
ク
ホ
ク
顔
で
し
た
。

編
集
後
記

　

十
月
十
日
は
、
大
高
の
野
球

・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

（
女
子
）
が
決
勝
戦
。
野
球
と
サ

ッ
カ
ー
は
全
国
大
会
、
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
は
北
信
越
大
会
出
場
が

決
ま
る
大
事
な
試
合
。
残
念
な

が
ら
い
ず
れ
も
敗
退
し
ま
し
た

が
、
野
球
部
の
セ
ン
パ
ツ
は
、

有
望
と
か
。
正
月
以
上
に
待
ち

遠
し
い
旧
正
月
と
な
り
ま
し
た
。

庫1Qi！1

　

「
勝
山
で
は
恐
竜
し
か

出
ん
け
ど
、
和
泉
で
は

九
頭
竜
も
出
た
ん
に
や
」

と
言
い
な
が
ら
、
小
学

生
ら
は
登
校
し
て
行
く
。

秋
も
深
ま
っ
て
来
た
が
、

夢
の
よ
う
な
ド
ラ
ゴ
ン
車
な
ど
乗
り
回
さ
れ
る

と
、
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
、
子
供
で
も

気
に
な
る
ら
し
い
▼
「
あ
ん
な
モ
ン
、
大
野
か

ら
逃
げ
て
っ
た
ヤ
ツ
や
」
と
か
。
「
お
と
ろ
し

て
、
ト
カ
ゲ
の
シ
ッ
ポ
も
つ
か
め
ら
れ
ん
さ
け
、

石
ぼ
っ
か
集
め
て
ん
で
ね
え
の
」
と
、
強
が
り

を
言
う
子
も
い
る
が
、
無
い
物
ね
だ
り
し
て
い

る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
そ
り
ゃ
契
虫
類
で
も
両

彫
類
で
も
、
生
き
て
い
る
の
に
直
接
触
れ
る
の

は
オ
ト
ロ
シ
イ
／
・
▼
昔
、
木
本
の
じ
い
さ
ん
な

ど
は
、
蜘
瞼
の
上
へ
青
大
将
が
ド
サ
ッ
と
落
ち

て
来
た
り
す
る
と
、
「
こ
れ
こ
れ
、
昼
寝
の
邪

魔
す
る
ん
で
ね
え
が
な
。
あ
っ
ち
行
っ
と
ろ
」

と
言
っ
て
、
素
手
で
つ
ま
ん
で
逃
が
し
た
そ
う

な
。
だ
れ
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

サ
ッ
と
無
心
に
や
っ
て
の
け
た
の
だ
か
ら
、
す

ご
い
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
だ
っ
た
の
だ
。
シ
ッ
ポ

の
切
れ
た
大
物
な
ど
は
、
里
回
り
と
呼
ば
れ
て

重
宝
が
ら
れ
た
と
い
う
▼
確
か
に
、
あ
の
こ
ろ

の
大
野
が
原
は
、
風
清
ら
水
清
ら
山
も
清
ら
で
、

裴
虫
類
や
両
棲
類
や
魚
類
な
ど
も
い
っ
ぱ
い
棲

ん
で
い
て
、
お
の
ず
か
ら
結
ぶ
友
垣
だ
っ
た
。

だ
が
、
恐
竜
な
ら
ぬ
恐
人
（
？
）
が
、
近
年
ど

っ
と
繁
殖
し
て
、
わ
が
愛
す
る
郷
土
の
循
環
装

置
は
故
障
し
て
も
直
せ
ず
、
粗
大
ゴ
ミ
は
増
え

る
ば
か
り
。
波
の
り
行
き
し
大
野
丸
も
復
活
せ

ず
、
何
も
か
も
化
石
に
な
っ
た
ら
、
い
に
し
え

へ
の
ロ
マ
ン
を
誘
う
玉
手
箱
の
よ
う
な
も
の
し

か
後
の
子
に
贈
れ
じ
も
の
を
。
（
N
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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